
語ろう仕事と職場 ひろげよう住民対話
一 「対話と提言」の運動 全国交流集会一

基調報告(案)

1.本 集 会 の 開 催 目的

① 本集会の開催 目的は、「対話 と提言」の運動を、すべての地方組織 、単組が推進す る方針を

意思統一 し、先進的に行われている地方組織 、単組か ら教訓 を学ぶ ことにあ ります。 「対話

と提言」の運動 とは、自治労連が第30回 定期大会(2009年9,月)で 方針確立 した、自治体 ・

公務公共労働者が仕事 と職場 を語 り、住民 との対話をひ ろげ、や りがい をもって働 き続 けら

れる職場 と、誰 もが安心 して住み続け られ る地域 ・自治体 をめ ざす運動 のことをいいます。

10国 民春闘方針では、すべての地方組織 、単組が、2～3年 の展望をもって取 り組む計画を

つ くり、今春闘のなかで第一歩を踏み出す ことを提起 しま した。

② 「対話 と提言」の運動 は、まった く新 しい運動ではな く、各地で取 り組 まれている先進的

な運動を総括 し、 自治労連全体が組織的、意識的に取 り組 む ところに特徴があ ります。た と

えば、1)地 域経済や市町村合併、地域医療、保育 ・子育てなどをテーマ に住民アンケー トや

聞き取 りに よる地域調査 と提言づ くり、2)自 分たちの仕事 と職場 を語 り、公務の役割 を明ら

かに して職員採用等の職場要求を前進 させた予算人員闘争、3)生 活保護の職場や地方税の職

場等で取 り組んでい る 「見なおそ う、問いなおそ う、仕事 と住民の安全 ・安心」の運動、4)

「給食 まつ り」 「現業まつ り」や保育 ・子育てフェスタ、生活相談活動、市民 ビラ ・アンケー

トな ど住民宣伝や住民 との共同の取 り組み、5)憲 法や地方 自治確立、社会福祉 拡充、地域医

療充実な どの課題で取 り組んでい る自治体 キャラバンな どです。

③ 集会では、各地の先進的な取 り組 みか ら教訓を引き出 し、イ メー ジをふ くらませ、す尺て

の地方組織、単組が 「これな らできる」「何 か一つか らでも取 り組 んでみ よう」と、一歩踏み

出す ことを獲得 目標 に します。 したがって、本集会の構成 を、第1日 目は、基調報告の後、

パネルデ ィスカ ッション第1セ ッシ ョン 「職場 と仕事 を語る」、そ して、このパネルデ ィスカ

ッシ ョンを受 けて、岡田知弘 ・京都大学教授か ら 「職場か ら地域へ」をテーマに講演 いただ

き、2日 目のパネルデ ィスカ ッシ ョン第2セ ッシ ョン 「住民 との対話 を広げる」へ と発展 さ

せていきます。 あわせて、一泊二 日とい うスケジュールを活か し、夕食交流会 と夕食後の 自

主交流会では、地方組織、単組 の違 いを超 えた深み と広が りのある交流 を、積極 的、 自主的

に広げて くだ さい。

2.情 勢=な ぜ 「対 話 と提 言 」 の運 動 を提 起 した か

① 「構造改革」が もた らした貧困 と格差 に対す る国民、労働者の怒 りは、総選挙で、 自民、

公明両党 を政権の座か ら追い出 し、国民の批判 を集めた民主党を中心 とする鳩山政権 が登場

しま した。鳩 山政権は、社会保 障費の削減 ・医療費の削減 、後期高齢者医療制度 、障害者 自

立支援法な ど、自公政権下の 「行い過 ぎた」新 自由主義的政策を修正す ることは 口に します

が、アメ リカ と目本の大企業の利益を最大化する 「構造改革」そのものを抜本的に転換する

方 向性 を示 していませ ん。逆に 「地域主権」「新たな公 共」を旗印に、国民のいのち と暮 らし

を守 る国の責任を後退 させ 、扶養控除の廃止や消費税大増税への道 を開 くな ど、大企業や一

部 の大資産家 を除 く労働者、国民の負担を強化 しよ うとしています。

②10年 以上続いた 「構造改革」 によって、国民の雇用 と暮 らしが破壊 され、地域経済や地域
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その ものが崩壊の危機に直面 しているときに、住民の くらしと地域 を支えるべき地方 自治体

もまた、「構造改革」によって、変質 させ られてきま した。社会保障費 が削減 され、地方財政

が圧縮 させ られ、市町村合併を強要 され、地方行革 ・集中改革プ ランによる職員削減 と非正

規職員への置き換え、民営化 ・民間委託 が急速に進行 し、地方 自治体が基本的任務 である 「住

民福祉の増進」 を実行できな くなっているだけでな く、一部の 自治体や職場では、法律を逸

脱 した地方税等の強制徴収や国民健康保 険証の取 り上げなど、 自治体 と住民 との対立を激化

させています。 自治体労働者 も職員削減や人事評価制度導入等 によって、過密 ・長時間労働

を強い られ、働 き甲斐を奪われ、健康を損なわれ、住民の暮 らしに思いを馳せる余裕 をな く

し、民間委託 ・民営化を 口実に した分限免職す ら始 まっています。

③ 国や地方 自治体に対す る 「社会的弱者を切 り捨てるな」「税金の無駄遣いをや めろ」な どの

労働者、国民の批判 は、国や地方 自治体への期待の表れです。鳩山政権 の 購 造改革 」継承 ・

強化の政治姿勢が徐 々に国民の前に明るみになっていますが、貧困 と格差 をもた らした 「構

造改革」への国民の批判 は、引き続 き政治の変化を確かなものへ と前進 させ る原動力 となっ

ています。

「年越 し派遣村」の運動にかかわった人たちのなかか ら、生活保護のケース ワーカー を増

員す る必要性が指摘 され 、急増す る生活保護対象者 の前に 「焼 け石 に水」 とはいえ、各地の

福祉事務所で増員 されています。学校給食の大切 さを知った保護者 は、経験豊かな調理員の

手で給食が作 られてい ることを知 り、民間委託反対の要求 を掲げて、 自治体 ・公務公共労働

者 とともに運動を広 げています。

自治体 ・公務公共労働者が職場 と仕事を語 り、地域住民 との接点を広げることができるな

ら、住民のいのち とくらしを守る公務 ・公共サー ビスが職員 によって支 えられ ることの理解

を広げることができるな ら、職場 と地域か ら 「構造改革」を打ち破 る変化 をつ く りだす こと

は可能です。

④ 一見、閉塞状況にみえる自治体職場ですが、仕事や職場に対す る不満や要求は渦巻 いてお

り、各地の 「しゃべ り場」の取 り組みに見 られ るよ うに、丁寧 に語 りかけ、仕事 の喜び、誇

りを語 るなかで、職場 を基礎 においた新 しい動きが生まれ ています。少 し前まで 「自治研 は

お じさんの課題」 と思 っていた青年が、同 じ世代の仲 間のなかで職場 のこと、仕事の ことを

語 り合 う喜びを広げ、「自治研」への挑戦 を始 め、「新 しい風が吹いてきた と感 じている」 と

語っています。京都市職労の仲間は、「職場 で住民の困難が議論 されず、職場 の困難 さコンク
ールに終始 し

、眼が組織内に向かっていた。要求 の根源に迫 るたたかいが不十分ではないか

と議論 し 『カウンターを超 えて市民のなかに』の行動 を提起 した」 と語っています。

⑤ 「構造改革」 による矛盾 と問題 が 自治体 に集 中 し、大変な ときだか らこそ、職場の中で仕

事 を語 り、住民 との対話 を広げ、地域住民 と共感 しあい、共同を広げ る 「対話 と提言」の運

動 を提起 しま した。私たちの この取 り組みは、「構造改革」に代わ る、憲法 をくらしと地方 自

治にいかす新 しい地方 自治をっ くる取 り組み に直結 します。「対話 と提言」の運動 を全国各地

の職場 と地域で繰 り広げま しょう。

3.各 地 の 取 り組 み

① 新地方行革指針 ・「集 中改革プラン」以降、地方 自治体では、いっそ う職員削減、退職 不補

充、民間委託が進行 しています。しか し、この攻撃をはね返 して、公務 の役割 を明 らかにし、

職員採用を実現 させた取 り組み も前進 しています。

② 政府 ・総務省が、都道府県を通 じて 「不採用」の干渉を強めている現業職場で も、豊橋 市
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(愛知)で は、交渉で市 当局が 「県市町村課か らの強い指導 はあるが、技能労務職員は、 自

ら仕事 の見直 し(業 務改善な ど)を 行い、市民に とっては必要な もの。今後 も採用 を継続 し

ていきたい。賃金 問題 も、総務省 が言 う 『賃金セ ンサス』での単純比較 はできない」 と回答

し、今年 も現業職員を24名 新規採用 しま した。川 口市(埼 玉)で は、学校給食調理委託の

弊害(低 賃金のため入れ替わ りが激 しく、手づ くりの給食 がで きない、地元の食材 を使 う地

産地消ができない)を 訴え続け、委託調理員 を組織 し自治体非正規 ・公務公共労組を結成 し、

賃金 ・労働条件の引き上げの交渉を重ねるな ど、粘 り強い取 り組みで、「調理員の退職補充は

確約す る」 との回答を15年 間守 らせ、昨年度 も調理員3名 を退職補充 させています。芦屋

市(兵 庫)で は、毎年夏に開催す る 「芦屋市学校給食展」に参加 した市長が 「芦屋市の学校

給食 は 目本一。完全 自校方式 をこれか らも守 り、子 どもたちに 日本一の給食 を提供 し続 けて

いきたい」 と発言 し、今年 も調理職1名 を新規採用 しま した。宇治市(京 都)で は、労働組

合の提案で、昨年4月 か ら一人暮 らしのお年寄 りや身体の不 自由な方で、一人ではごみ出し

ができない家庭の玄関先まで収集 に行 く 「ふれあい収集」を実施 し、委託そのものは強行 さ

れま したが、正規職員が補充 されています。墨 田区では、職員課長 ・主管課長 ・職場代表 ・

区職 労代表 による検討会を設置 し、「土木事務所のあ り方」を検討 し、土木事務所の直営作業

を、i自 然災害に発生 に対す る緊急対応、ll道 路陥没 ・損傷事故等の緊急対応、iii区民か ら

の苦情 ・陳情対応、iv施 設の安全点検 ・パ トロール、v委 託等にな じまない小規模作業 ・補修

等に整理 し、今後 も技術の伝承、作業水準の維持 ・向上を図っていかなければならない と、

昨年4月 に10年 ぶ りの現業職員を新規採用 しま した。

③ 非正規職員 の処遇 を改善 させ、正職員 にさせた経験、請負や派遣の民間労働者を 自治体の

直接雇用に切 り替 えさせ、委託か ら直営に させ た経験 も勝 ち とっています。

岡山市ふれあい公社では、介護 に携 わる非正規職員を正規職員に させ ることができま した。

同 じく岡山市の嘱託職員は、昨年暮れ の交渉で報酬 ・一時金 の引き下げを許 さず、長年の要

求だった通勤費の支給 をかち とりま した。 要求前進の教訓 として、i嘱 託職員の団結 と正規

職員 との連携、11仕 事で頑張 り、仕事で市民にど う役に立っているかを訴えてきた、通組合

に結集 し、役員会 開催やニュース発行な ど原則的な活動を粘 り強 く継続 してきた。団体交渉

では、職場 ごとに仕事を紹介す る壁新聞や資料 を作成 し、当局に説明 し訴える。壁新 聞は仲

間同士がお互いの仕事を理解す るこ とにもつながっていることを挙 げています。

広島市では昨年暮れ、非正規職員 の賃金の経験年数加算、公務災害、病休制度 などが改善

されま した。その背景には、学童保育や保育、児童館、介護 な どで市民 ビラ10万 枚の地域

宣伝、住民 との共同組織 の事務局 として署名 の先頭 に立っていることがあ ります。

民間労働者 を自治体の直接雇用 に切 り替 えさせた経験では、上尾市(埼 玉)、墨 田区(東 京)

の窓 口職場でのたたかいがあ ります。市場化テス ト法でのたたかいの到達点をいか し、住民

の権利 を守 り、サー ビスを確保す るには、「偽装請負」をな くし、自治体 の直接雇用が必要だ

と、請負 ・派遣 で働 いていた労働者を組織 し、成果に結びっけた ものです。栃木では、里予木

町の公立保育所 で働 いていた㈱大新東 の派遣保育士 を直接雇用に切 り替 えさせた経験に続い

て、現在、茂木 町で学校 用務員 が栃木公務公共一般労組 に入 り、町の直接雇用 と賃金 ・労働

条件改善 をめざしてたたかっています。

④ 宇治市(京 都)の ふれあい収集 のよ うに、直営 をいか した仕事上の創 意工夫 も広がってい

ます。名古屋市の南環境事業所 では、職場組合員の提案で保育園児 とのふれあい環境学習会

を行い、牛乳パ ックのおもちゃで リサイ クル、ごみの出 し方、分別 ゲーム、収集車実演な ど、

2時 間にわたって園児 とふれ あい、直営の良 さを生か した環境 を良 くす る独 自の とりくみを
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続 けています。鳩ケ谷市(埼 玉)で は、地域の農産物 を使い、手作 りの味を伝 える給食、調

理員が教室に出向いて子 どもたちに語 りかける授業な ど、質の高い学校給食が保護者や子 ど

も、教職員 らか ら高 く評価 され、市当局が強行する民間委託 に対 して、「安全 ・豊かな給食 は

自公 ・直営で こそ」 と、市民 ぐるみの運動が繰 り広げ られています。

⑤ 久慈市(岩 手)で は、新給食セ ンター建設計画 とあわせ て、給食協会への委託 を打ち切 ら

れ る不安を感 じた組合員 と労働組合が、子 どもたちの健やかな成長のためにがんばって働 い

ている調理員 らの姿や学校給食 の役割 を市民に知 って もらお うと、市の産業まつ り会場の一

角で 「給食 まつ り」を開催 し、議会でも組合員 ・職員 のがんば りが取 り上げ られ、新セ ンタ
ー稼動時には公募ではな く協会が継続 して事業を実施 し、 さらに5人 の新規採用 を実現 しま

した。 「給食 まつ り」 「現業 まっ り」や保育 ・子 育てフェスタは、全国各地で行 われています。

生活相談活動、市民 ビラ ・アンケー トなど、住民宣伝 ・住民共同の取 り組 みも広がっていま

す。

⑥2006年 に北九州市で、生活保護 申請 を受理 されなかった住民が餓死す る事件 が続き、また

埼玉県ふ じみ野市のプール で女児 が吸水 口に吸い込まれて亡 くなる事件 を受けて 自治労連

は、「見なおそ う、問いなおそ う、仕事 と住民の安全 ・安心」の運動を提起 しま した。

大阪 ・貝塚市職 労は、生活保護行政 を当該職場か ら率直な論議か ら始め、 当初は困惑 した

ものの、 「行政の政治姿勢 を問い、運用 と実施体制の改善 を世論 として訴 え、当該労働組合

と労働者 が 『な くせ貧困、守れセーフテ ィネ ッ ト』 の市民の切実な要求実現の立場 で共同を

発展 させれば、市民要求 も職場改善要求 も大き く前進することを実践的に実感 でき、職場 の

人員増 と労働組合の組織強化 ・拡大 も実現 した」 としています。そ して、住民か らも 「福祉

事務所はや さしくなった」 とい う感想が寄せ られ る変化 をつ くりだ しています。

課税 と徴収をめぐって住民 との 「対立」構造が深まってい る地方税等の職場で、 自治労連

は、仕事 と職場 を見直 し、問い直 し、 自治体労働者 の誇 りと喜びの もて る職場を実現す るた

め、 「地方税等の職場政策案」 をっ くり、職場討議や懇談、実態調査、要求 アンケー トや要

求づ くり、住民団体等 との懇談、 自治体 当局への申入れな どの運動をすすめています。

⑦ 自治労連は自治体問題研 究所 との共同事業 として、08春 闘よ り、地域経済や市町村合併な

どをテーマに、暮 らし向きな どの住民アンケー ト調査、団体 ・企業等の リーダーの聞き取 り

調査、統計データの分析調査の3っ を組み合わせた地域調査 ・提案 の取 り組みを提起 しま し

た。

09秋 季年末闘争では、第一 に、08年 春 より取 り組 んだ秋 田県北秋 田市、大阪府守 口市、

同東大阪市、佐賀 県唐津市(第 一次 リーディングケース)で 、 さらに前進 させ る取 り組みが

お こなわれ ました。た とえば唐津市で、10月3目 に開かれた 「くらしとまちづ くりを考 える

つ どい2009」(唐 津地域 自治研集会)で は、 ヒア リング調査 に協力 した地元企業の社長や区

長会の会長がシンポジス トとして登壇 し、「鍋祭 り」や 「唐津 くんち」を例に食文化の視点で

のrま ちづ くり」を訴 え、合併による問題 を消極的ではな く、前 向きに地域 の良 さを発信 し

たい と発言す るなど、地域調査をきっかけに、共同のまちづ くりを広げています。 また 自公

政権による農業破壊のもとでも、佐賀市 内の農業(畑 作等)が 健闘 し、後継者問題 も他地域

ほ ど深刻ではない ことを明 らかに し、地域経済再生の可能性 を見出 しています。秋 田県北秋

田市で も、最終報告書をま とめ、10月20日 に市長 に手渡 し、記者会見を行 ったなかで、市

長が 「みな さんが直接 、住民に出向いて、生の声を吸い上げた貴重 なもの、今後の市政運営

に役立てたい」と回答 し、報告書は図書館にも置かれ広 く市民に閲覧 して もらうことにな り、

地元マスコミ各紙 も 「『地域再生 ・活性化への提案』では産業活性化、観光の振興、行政サー
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ビスの充実、福祉 ・医療の充実な ど具体的な提言がま とめ られてい る」 と大きく取 り上げ、

地域経済、地域づ くりに真摯に取 り組む 自治体労働組合への信頼 と評価 が高まっています。

第二に、09春 闘か ら09秋 季年末闘争にかけて、秋 田県横手市、静岡県浜松市、三重県津

市、山 口県周南市、及び滋賀県(全 域)、 大阪府(全 域)な どで第2次 リーデ ィングケースの

取 り組みが始ま りま した。住民アンケー トについては対象 の全地域で取 り組まれていますが、

市町村合併の検証を軸に地域づ くりで取 り組む横手市、浜松市、周南市、 自治体一般 が地域

の諸団体 とともに取 り組む津市、府県単位の住民アンケー トとして取 り組む滋賀県、大阪府

な ど、それぞれの地域の特徴 を活 か した方法でおこなわれています。

こ うした地域調査の取 り組みは、これ までに、1千 人を超 える組合員が、2万 人を超 える

住民 と対話 し、住 民の くらしと地域を語 る運動へ と広 がっています。

ほかにも地域の特産物である 「かまぼこ」で調査 を行 い、提言 し、施策 に結びつけた舞鶴

(京都)な どの取 り組み もあ ります。地域医療では、各地で 「地域医療 を守れ」「公 立病院の

灯を消す な」 と医療関孫者 、患者 、住民 との共同が広が り、大阪府 が主導す る大阪南部地域

の公立病院再編では、住民アンケー トをもとに政策提言 をお こない、四万十市(高 知)な ど

でも地域医療での聞 き取 り調査や提言活動がお こなわれ ています。公立保育所民営化、公的

保育制度 こわ しとたたかってい る保育所で も、名古屋市 、墨田区、 目黒区、江東 区な どで、

保育 ・子育て政策つ くりが取 り組まれ、提言にま とめ られ ま した。

⑧ 一昨年 か ら、すでに40近 い道府県で取 り組 まれている憲法キャラバ ンで、昨年は憲法9条

(平和)と 第8章(地 方 自治)に 、憲法25条(生 存権)、26条(教 育権)、27条(労 働権)

を地方行政 に生かす課題 を加 えて懇談 し、「派遣切 り」に端 を発 した雇用や くらしの問題 に

ついて、自治体当局 との率直な意見交換 が行 われていす。 自治労連三重県本部がお こなって

いる自治体キャラバ ンでは、アンケー トによって集約 した各市の行政水準を、1枚 の 「三重

の姿」にまとめ、 自治体首長 らと懇談す るなかで、その場で改善 を回答す るな ど、大 きく行

政を動か しています。

4.何 が教 訓 か

① しゃべ り場、職場 アンケー トな どで、組合員一人ひ とりの要求、悩み を共有 し、その力 を

引き出 していることです。そ して職場 の仲間を信頼 し、大胆 に行動 を提起 していることです。

② 雇用形態の違 いをこえて、公務公共労働者だか らできる仕事、公務公共労働者 しかできな

い仕事 の確立をすす める中で、展望を広 げてい ることです。

③ 住民生活 の深刻 さを目の当た りにす ることにより、 自治体公務公共労働者 としての役割 を

再認識す るとともに、その視野 を広げていることです。

④ 圧倒的多 くの住民は、自治体労働者か らの問いかけ、語 りかけを歓迎 して くれ ることです。

意見を一方的に押 し付 けるのではな く、聞くならば、地元企業 の社長 らも快 く話 し、対話が

できるとい うことです。

⑤ 大局的には、現在の情勢 のもとで、民主的 自治体労働者 論の今 日的な実践が迫 られ る中で、

組合員がこの実践に踏み出す うえで、執行部が構えをつ くることです。

5.地 方 組 織 ・単 組 の 目標 と行 動 計 画 の 具 体 化 を

(1)2-3年 の 目標 をもって

10春 闘の時期 に、すべての地方組織、単組 、職場が、「対話 と提言」の運動 をすすめる具

体的な目標 と計画をもちま しょう。6月12目(土)～13日(日)に 予定 されてい る青年 自治研

一6一



な どで、 大い にイ メー ジ を膨 らませ 、足 を踏 み 出 しま しょ う。

(2)当 面、大会 を目指 して

定期大会は、8月22日(日)～24目(火)日 に広島で開催 され ます。大会 までに方針の

具体化、一歩を記す取 り組みを始 めま しょう。

(3)全 国自治研 に持ち寄 る

全 国自治研 は、 「輝 け 憲法 と地方 自治 連 帯のカで 情勢 を確 かなものに」をスローガ

ンに、10月16日(土)～17目(日)目 に岡山で開催 します。全国 自治研に向けて、各地方

組織、単組で地域 自治研、職場 自治研集会な どがお こなわれ ます。 この集会 を大きな節 目に

しま しょう。
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